
様式2

まちづくり交付金　事後評価シート

彦島西山地区

平成２１年１２月

山口県下関市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 ７９．０ｈａ

事業期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし ●

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

事業活用調査（事業効果分析）

その他の
数値指標２

交付期間
の変更

新たに追加し
た事業

海岸（海水浴場）で開催さ
れる清掃活動の参加人数

下関I.C.までの所要時間

海水浴場利用客数 H16

H16

山口県 市町村名

人／年 1,400

道路（市道宮の前線、市道彦島本村町９号線外１線）

地区名

事業名

なし

なし

交付対象事業費 1,400

目標値
指　標

公共交通の利便性向上を図るため、歩道拡幅に併せてバス停の改良
を行うこととし、第１回及び第２回変更で追加した。

国費率平成１７年度～２１年度 平成２１年度事後評価実施時期

削除/追加の理由

下関市 彦島西山地区

なし

フォローアップ
予定時期

効果発現要因
（総合所見）

（都）本村西山線の開通により平成17年に無
料化された旧彦島有料道路等を利用する下
関I.C.までの幹線道路ネットワーク等が形成さ
れ、本地区の交通混雑の解消と物流・交通の
円滑化を図ることができた。

12,000 6,570

67,000 H21

H21

平成22年7月

フォローアップ
予定時期

○

1年以内の
達成見込み

　（都）本村西山線の開通や周辺道路網の充
実により海水浴場へのアクセス性が向上する
とともに、周辺道路の高質空間形成により快
適な歩行空間を確保できた。目標には届いて
いないが、近年の海水浴場や海岸の利用客
数の増加が図られた。

公園のアクセス性の向上とともに公園の再整
備により、利用者の利便性、快適性が向上
し、利用者数が増加した。

平成22年10月

1年以内の
達成見込み

123,788

平成22年4月

（都）本村西山線の開通によって海岸へのア
クセス性が向上し、また、海岸整備事業の完
成により西山海水浴場が多目的にわたり利
用しやすくなり、地域住民の利用向上に貢献
した。

数　　値

数　　値 目標
達成度※１

○

効果発現要因
（総合所見）

・道路、高質空間形成施設の設計における住民参加（ワーク
ショップ）

モニタリング なし
都市再生整備計画に記載し、実施できた

住民参加
プロセス

平成22年4月

（都）本村西山線の整備により海岸へのアク
セス性が向上し、また、海岸整備事業の完成
により、美化運動のイベントが開催され、参加
がしやすくなったことと相まって、清掃活動の
参加人数の増加が図られた。

人 214

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

持続的なまちづくり
体制の構築

・新規イベントが開催されるように調整する予定であるが、公園が
整備中であることから新規イベントは実施できていない。

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

今後の対応方針等

5

実施内容 実施状況

350

道路及び海岸整備の完了により、近隣の保育園や小学校による課外授業や行事の開催等に海岸や公園の利用が容易になった。また、周辺住民が散歩やジョギングで楽しみ憩いの場として有効利用されている。
釣りやマリンスポーツ等多目的な利用が可能となった。
近隣保育園や小学校の通学路が朝夕の渋滞時の抜け道として使用されていたが、道路整備により交通量が減り通学時の安全歩行に寄与している。

 ５）実施過程の評価

その他の
数値指標３

・今後も、住民の意見を聞いて利用促進を図る。
・今後も地域の住民の理解と協力を得ながら、まちづくり事業を継続していき
たい。

・公園が整備中であり実施できていないが、今後も、新規イベントの開催に向
けて調整を続ける。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

海岸（海水浴場）で開催さ
れるイベント数

回
その他の
数値指標1

Ｈ16

2 H16

事業効果の分析が必要になった。

△

平成１７年度～平成２１年度

分

目標
達成度

36.0 H21 20.5

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値

人／年 45,000

指標２

年間公園利用者数

H1641.0指標1

指標３

 １）事業の実施状況

当初計画に
位置づけ、
実施した事業

事業名

当初計画
から
削除した
事業

道路（都市計画道路本村西山線外２線）、公園（老の山公園）、高質空間形成施設（都市計画道路本村西山線外２線）

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

影響なし

指標１・３に影響を与えるが、数値目標は据え置く。

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響



様式２－２　地区の概要

単位：分 41.0 H16 36.0 H21 20.5 H21
単位：人／年 1,400 H16 12,000 H21 6,570 H21

目標１　地区内の道路網を強化し、物流・交通の円滑化を図る。 単位：人／年 45,000 H16 67,000 H21 123,788 H21

単位：回 2 H16 － － 5 H21

－

彦島西山地区（山口県下関市）　まちづくり交付金の成果概要

従前値まちづくりの目標 目標を定量化する指標 評価値目標値

350

大目標：物流等の円滑化とレクリェ－ション空間の魅力向上による地区の活性化

年間公園利用者数

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

整備道路、西山海岸、老の山公園の定期的な維持、管理やイベント等による美化活動の実施を行う。
官民協働でＰＲ活動により市民への周知を行い、西山海岸・老の山公園の利用促進を図り地区の活性化を目指す。

まちの課題の変化

都市計画道路等の整備により物流・交通の円滑化を図ることができた。
また、海岸、公園の再整備により、道路整備によるアクセス向上と相まってレクリェーション地としての魅力性が向上され、利用者数が増加する傾向が見られる。
しかし、施設毎のＰＲだけでなく、全市的な取り組みによるＰＲを推進し、市民のより一層の利用促進を図ることが必要になっている。

214 －単位：人 H21

海岸（海水浴場）で開催されるイベ
ント数

目標２　レクリェーション地として整備された海岸に、市民および観光客がより以上に親しみを持てるよう歩行空間に
おける快適性の向上を図る。

海水浴場利用客数
下関I.C.までの所要時間

H16
目標３　公園利用者のニーズに沿った施設の再整備を行うとともに、風光明媚な景観と自然豊かな立地条件を活か
しながら、施設の機能回復及び緑地の質の向上を図り、利用者がより快適で安全に楽しめる公園とし、利用者の増
加を図る。

海岸（海水浴場）で開催される清掃
活動の参加人数

道路：(都)本村西山線整備

公園：老の山公園整備

関連事業：下関漁港海岸環境整備事業


